
～1年目を振り返って～藤村まさたかの活動レポート
現場主義に徹する～調査なくして発言なし！ 勝ち取った実績～行政の縦割りに真っ向勝負！

地域の安心・安全を
総点検

地域の皆さまと
交通危険箇所を総点検。
写真は瓜破西中学校の南側交差点。

公明党の「わが街の防災
総点検運動」。
平野区でも小中学校18校の
防災設備を総点検。

脱法ハーブ
（違法ドラッグ）

対策を急げ

NEWS 
初当選からはや１年。地域や各分野でご活躍の方、悩みや課題を抱えている方との語らいから多くを
学ばせていただき、まさに「人は人によって磨かれる」ことを実感した1年でありました。
皆さまのご期待にお応えし、未来の大阪を輝かせるためにも、2年目を更なる飛躍の年にしてまい
りますので、今後もご指導よろしくお願い致します。 

年間約2千人が自ら命を絶つ大阪の現実。
「府が守れる命が必ずある」と対策の強化
を訴え、昨年10月の質疑では、
●対策の柱「自殺対策基本指針」を23年
　度中に策定。
●オール大阪(34部署)で構成の「自殺対策
　推進会議」を新設などが実現。
さらに今年3月には、 
●対策を点検・強化する「アクションプラン
　(仮称)」の策定。  
●担当課の体制強化などが実現。　

障がい者施設の廃止をストップ！ 
●昨年12月、本会議場での初討論が、障がい者施設
「稲スポーツセンター」(豊中市)の廃止に対する反対討論。
　今年3月、存続が決定。
盲ろう者への支援を強化
●視覚と聴覚両方に障がいのある「盲ろう者」を支援する
「通訳・介助者派遣制度」を、4月から強化。 
●通訳・介助者の育成を倍増することが決定。

大阪でこの1年で販売店が4倍
に急増するなど社会問題化し
ている脱法ハーブ。
大阪独自の対策強化の提案
に対し府は、

●「ストップ！
　違法ドラッグダイヤル」
　（06-6941-9078）の新設。

●知事がトップの対策本部で
　対策強化を集中的に検討
　を明言。

藤村まさたか
大 阪 府 議 会 議 員（ 大 阪 市 平 野 区 選 出 ）

避難所へ訪問。
被災者の要望を直接お聞きし、
国や県に改善を要請。
また、がれき処理の現状を現地調査。

東日本大震災
復興へ全力

自殺対策が大きく前進

政策課題の克服へ政策課題の克服へ

障がい者の就労支援の充実をめざし、
「さをり織り」の体験工房へ 

がん対策強化に向け、北海道がんセンターへ

今後の原発のあり方を
議論すべく、関電の
原発を現地調査。

障がい者に
やさしい
大阪を目指して


